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るために、大阪大学中之島センターを大幅に改修し、機能強
化することを計画しています。関係機関と緊密な連携を図り
ながら、本学にとって、そして市民にとっても特別な場所であ
るこの中之島の活性化に貢献し、大阪、関西の盛り上がりに
繋げていきたいと考えています。

地域貢献度調査や最も革新的な大学ランキングにおいて、国
内トップにランキングされた実績のもとに「地域に生き世界に
伸びる」を標榜する本学の強みを活かした取り組みであり、ま
ちづくりや産業創出に必ず貢献できることを確信しています。
　以上に掲げる中之島アゴラ構想の実現を強力に推進す

　具体的には、本学が所有する大阪大学中之島センターを
中心に、アート、社学共創、産学共創の三つの分野で、多様な
ステークホルダーとの共創（co-creation）活動のハブとなる拠
点の形成を計画しています。本学が有する卓越した学術・芸
術・技術という三つの「術」をもって、中之島エリアの、ひいて
は大阪の「文化」の向上に貢献していきたいと考えています。
　とくにアートの分野では、大阪市が建設予定の新美術館、
中之島のシンボルの一つとして定着した国立国際美術館と
いった周辺の芸術関係機関とも深く連携し、共同研究や展
覧会・パフォーマンスなどの共催といった活動や、都市にお
ける芸術的な空間として京阪電車なにわ橋駅内に開設され
た「アートエリアB1」における多彩な活動をさらに充実させて
いきます。このことにより、大阪の中心地である中之島に、大
阪の芸術の深化に寄与する魅力的な拠点を形成することが
できればと思い描いています。
　社学共創においては、ビッグデータの市民向け検索・閲
覧機能や、本学の精神的源流である適塾を通じた歴史啓発
活動、医療通訳や各種情報などの多言語化に対応した共
創事業、現在も行っている社会人向けの学び直しの場の提
供やアウトリーチ活動の展開を構想しています。
　産学共創においては、イノベーション人材の育成や、都心
の強みを活かし、さまざまな企業に対して本学の技術や研究
情報を発信し、企業との共創活動に繋げていく、オープンイノ
ベーションの窓口の形成などを構想しています。
　これらは、総合大学として幅広い知を持ち、さらには大学の

共創による
魅力的な文化都市
形成を目指して
　「大阪大学中之島ア
ゴラ構想」、大阪大学は
今、この構想の具体的
実現に向けて準備を進

めています。
　大阪市北区中之島4丁目は、大阪大学発祥の地であり、大
阪の政財界や市民の方々の熱烈なご支援により、地域社会と
結びついた「市民主導の帝国大学」として昭和6年（1931）
に誕生した本学にとっては、特別な意味を持つ場所です。
　また、中之島には近代的なオフィスビル、行政機能、歴史
的建築物、コンベンションホール、コンサートホール、美術館、
科学館、リバーサイドのカフェ・レストランなどさまざまな集積
があり、市民にとっても特別な魅力のある場所です。
　この中之島の地で、さまざまな知的リソースやビジネスリソ
ース、人材が集い、これまで進化してきた本学の知と交差させ
ることによって新たな社会的価値を発信する拠点を作りたい
と考えていたさなか、大阪府と大阪市からの依頼を受け、この
構想を提案しました。

地 域 活 性 化 の 起 爆 剤 と し て 期 待

大阪市新美術館を考える会

＊東西日本を考える会
　大阪商工会議所会頭だった佐藤茂雄氏（2015年没）が、「文化立国としての日本
のあり方について自由に語り合う場をつくろう」と呼びかけたことに端を発し、弁護士の
和田誠一郎氏が幹事となって賛同者を募り、文化・芸術・マスコミ関係者ら約50人
のメンバーで構成された。公益財団法人関西･大阪21世紀協会の堀井良殷理事長
が代表世話人を務める。

柏木陸照氏　大阪市経済戦略局長
みち てる

約50人が出席した大阪市新美術館を考える会
（2018年7月6日）

日本遺産

「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
   ～北前船寄港地・船主集落～」
関西７市町などが追加認定
　文化庁の日本遺産「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異
空間～北前船寄港地・船主集落～」に、2017年４月に認定
された11市町に加え、このほど関西７市町（宮津市、大阪市、
神戸市、洲本市、赤穂市、高砂市、新温泉町）を含む全国27
市町が追加認定され計38市町となった。去る６月６日、大
阪市内において、その関西の7市町が主催する共同記者会
見が行われた。
　文化庁が日本遺産に認定している「北前船寄港地」は、「日
本海沿岸に点在する港町には広大な商家や豪壮な船主屋
敷、社寺に奉納された船の絵馬などが残り、節回しの似た民
謡が唄われている。これらの港町は、荒波を越え、動く総合商
社として巨万の富を生み、各地に繁栄をもたらした北前船
の寄港地・船主集落で、時を重ねて彩られた異空間として
今も人々を惹きつけてやまない」というもの。
　会見では七つの寄港地のゆかりや見どころ、それらの連
携強化や交流拡大、さらなる認知度向上への取り組みが紹
介された。
　関西･大阪21世紀協会は2015年7月、民が支える公共的
文化活動の推進役として「北前船寄港地フォーラムin大阪」
の実行委員会事務局を務めた。その際、2007年に同フォー

ラムが開催されて初めて、それ
までの開催地関係者一同が大阪
に集結。日本遺産認定に向けた
機運を盛り上げたことも、この度
の認定を後押しする形となった。

　大阪新美術館の設計が完成に近づいた今年7月6日、東西日本を考える
会＊は、同美術館の設計者で同会のメンバーである遠藤克彦氏を囲み、新美
術館の具体像について話を聞いた。また、大阪新美術館担当の大阪市経済
戦略局長の柏木陸照氏を招き、「中之島の新美術館がめざすもの」と題して、
大阪市がめざす新美術館の新たなあり方などについて説明を受けた。

新たなあり方を
創造する
　大阪市の博物館群
は、大きく三つのタイプ
に位置付けられます。市
立美術館や東洋陶磁
美術館のような特別展

を核に事業を展開する「美術系」、自然史博物館のように常
設展を核に学校利用や市民向けの各種事業を展開する

「自然系」、歴史博物館や市立科学館のような美術系・自
然系それぞれの要素も兼ね備えた「歴史・科学系」です。大
阪新美術館はこうした既存のタイプとは異なる、今までにな
い新たなあり方を創造する美術館として位置付けています。
基本的には「社会教育の拠点」「情報発信の拠点」「ビジネ
スの拠点」「にぎわいの拠点」といった四つの拠点機能＊を備
えますが、こうした機能だけにとらわれるのではなく、新たな機
能をどんどん付け加えてまいります。いわば常に自己変革を
遂げていく「進化系」の美術館です。大阪市は、こうした新美
術館で生まれる新たな真善美が大阪全体の価値を高め、創
造していくことをめざします。
＊四つの拠点機能

1）社会教育拠点…子供のためのワークショップ、若手作家の発掘
やキュレーターの育成、アートを通じた生涯学習の場の提供など。

2）情報発信の拠点…第一級のコレクションを活用した展覧会、海
外の注目を集める具体美術アーカイブ、企業や大学との連携に
よるIDAP（インダストリアルデザイン・アーカイブズ研究プロジェ
クト：工業デザインの保存記録事業）など。

3）ビジネス拠点…話題性の高いショップやレストランの誘致、美術
品を活用したコンテンツビジネス、企業のレセプション会場として
の活用など。

4）にぎわい拠点…国立国際美術館や市立科学館との連携、芝生
広場などによる周辺住民への憩いの場の提供、集客イベントの
積極的な展開など。

全国初の地方独立行政法人化
　新たなあり方を創造するために、大阪市は新美術館の運
営について二つの革新的な改革を行います。一つは「ガバナ
ンス改革」で、平成31年4月より大阪市立の博物館・美術
館すべてを、全国の自治体のなかで初めて「地方独立行政法
人」による運営に移行します。美術館や博物館を、継続性・
機動性・柔軟性・自主性を備えた地方独立行政法人に移
管させることで、経営と運営の一元化を図ります。二つめは

「マネジメント改革」で、新美術館の経営にあたってはコンセッ
ション方式によるPFI＊を導入し、民間企業に新美術館の運
営をゆだね、一定のルールのもとに自由裁量で運営に携わっ
てもらいます。これによって民間企業の創意工夫と学芸員の
専門性のコラボレーションによる魅力ある運営の実現を図っ
ていきたいと考えています。
＊コンセッション方式によるPFI

コンセッション（concession：譲与、免許）方式は、事業者が免許
や契約によって独占的な営業権を与えられること。PFI（Private 
Finance Initiative）は、公共施設の運営や維持管理などに民間
の資金とノウハウを活用し、民間主導で効率的かつ効果的な公共
サービスの提供を図る考え方。イギリス発祥の概念で、「小さな政
府」を掲げるサッチャー政権下の1992年に実施された。

美術館の未来像を示す
　中之島のまちづくりを推進する観点では、大阪市は新美術
館を中之島におけるランドマーク的な唯一無二の存在にした
いと考えています。ここでは美術だけではなく、音楽や伝統芸
能など「アート」と呼ばれるあらゆるものを融合させていくこと
で、美術館そのもののあり方を創造していきます。それはとりも
なおさず美術館の未来像を示すことであり、「見通せない未来
をどう見通すか」「異なるものをどのようにして融合させるか」と
いった新しい芸術のあり方を体現して見せることなのです。

（「大阪市新美術館を考える会」での発言要旨）

共同記者会見に出席した各市町の幹部。向かって左から、浜田健一郎氏（一般
社団法人 北前船交流拡大機構理事長）、上田清和氏（宮津市副市長）、田中清
剛氏（大阪市副市長）、岡口憲義氏（神戸市副市長）、児嶋佳文氏（赤穂市副市
長）、大内治氏（高砂市副市長）、上崎勝規氏（洲本市副市長）、田中孝幸氏（新
温泉町副町長）

日本遺産とは
　地域に点在する有形・無形の文化
財を対象に、文化庁が2015年度から
「地域の歴史的魅力や特色を通じて
我が国の文化・伝統を語るストー
リー」として認定し活用する制度。

　元結屋（三上家）という廻船業
で財をなした船主や、廻船や北
前船の船頭をとくに由良地区か
ら多く輩出。旧三上家住宅（重
文）や船頭衆の信仰を集めた
「由良金毘羅神社」がある。日本
三景の「天橋立」は観光名所。

　都志浦は江戸時代に海運業者
が多数を占めた集落で、高田屋
嘉兵衛の生誕地。船主らが信仰
した都志八幡神社や嘉兵衛ゆか
りの地など往時の町並みをしの
ぶことができる。高田屋顕彰館は
北前船関連の資料を多数展示。

宮津
（みやづ）

京都府
宮津市

寄港地

　北前船の起終点。「天下の台所」
（諸国物産の集散地機能）と呼ば
れた。また、北海道から運ばれた
昆布を用いて出汁文化が花開い
た。住吉大社境内には、北前船ゆ
かりの廻船業者が奉納した600基
あまりの石灯籠が立ち並ぶ。

大坂
（おおさか）

大阪府
大阪市

寄港地

　古来、瀬戸内海水運の中核港
で豪商・北風家や高田屋嘉兵衛
らが活躍。高田屋嘉兵衛本店跡
地の石碑や献上灯籠、北風荘右
衛門らが造営した地蔵、帆布を
発明した工楽松右衛門の墓など
当時の偉人らの足跡がたどれる。

兵庫津
（ひょうごのつ）

兵庫県
神戸市

寄港地

　古くから廻船業で繁栄。近世
は西廻り航路の寄港地、塩廻船
の船主集落として隆盛。海に向
かう道路沿いに船主邸宅・寺院・
浦会所が軒を連ねる町並み、大
避神社の奉納物や船祭は廻船
業とともに歩んだ歴史を伝える。

坂越
（さこし）

兵庫県
赤穂市

寄港地
都志
（つし）

兵庫県
洲本市

寄港地

　西廻り航路で活躍した船主の
拠点でもあった。帆布「松右衛門
帆」を開発した工楽松右衛門の
旧宅、謡曲『高砂』の発祥地で、縁
結びで有名な高砂神社、兵庫県
歴史的景観形成地区に選ばれて
いる高砂町の町並みなどがある。

高砂
（たかさご）

兵庫県
高砂市

寄港地

　北前船による繁栄と幸せをも
たらす「麒麟のまち」として今に
伝わる。歌人前田純孝ら文化人
や画家を輩出。枕草子、古今六
帖に詠まれた名勝「雪の白浜」、
廻船問屋群、為世永神社、食文
化「あごちくわ」などがある。

諸寄
（もろよせ）

兵庫県
新温泉町

寄港地
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中之島の新美術館がめざすもの

「大阪新美術館」誕生で、
  大阪・中之島はどう変わるか
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